
































































































の声を実際に聞いている。EmileZola,Carnets d’enquêtes. Une ethnographie inédite de la France,Paris,
Plon,1993,p.42.
7 Une page d’amour, op. cit.,p.1030.ここでは，舗石の隙間から出た砂，悪臭を放つゴミ，馬糞などに淀
んだ水が混じりあう不潔なパリの泥が示唆され，その泥から立ちのぼる蒸気への社会の強い関心，嗅覚に
よる警戒心があらわされている。
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えられたのである。この問題については，以下を参照。JuliaCsergo,Liberté, égalité, propreté – La morale 
























































て，第三部のノートルダム = ド = グラース教会で繰り広げられる聖母月の祭礼の場面は興味深い。
祭礼に参列する女性たちは，各々の感覚を震わせ，その反応を強くあらわしている。
聖母月の祭礼にあたって，最初に反応するのはジュリエットである。彼女は自邸の庭の薔薇を残
らず摘んで教会へ運び，花の寄付を行う。その寄付を通じて，「礼儀正しく，慎み深い，良い匂い
のする人種である神父たち」と関わりを持ち，教会の庇護者として振る舞う44。ドゥベルル家から
持ち込まれた薔薇は主祭壇のマリア像を囲み，教会は切り取られたばかりの花々の香りで満たされ
る。「穹窿の下にこもった息苦しい空気をいっそう重くする45」香りは，これらの花を捧げた人物
を思い起こさせる。強い匂いで自らの存在を主張するジュリエットを意識させるのである。
宗教教育とは無縁に育てられたエレーヌは，ジュリエットがもたらす匂いに惑う。視覚と聴覚に
導かれるまま，暖かいローソクの煌めきや白い薔薇の冠を被ったマリア像，祭壇の前で揺れる香炉
43 Ibid.,p.1089.
44 Ibid.,p.918.
45 Ibid.,pp.921-922.
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ゾラ『愛の一ページ』における感覚の諸相
を見て，聖歌に耳を傾ける。「聖歌隊員の朗々とした歌声」はエレーヌの聴覚を刺激し，懊悩する
彼女が「深く考えるのを妨げる46」。「愛と純潔の神秘」に陶然となったエレーヌがアンリとジャン
ヌを伴って帰途につくと，クレマチスやライラックが咲き誇っている47。
オルガンが鳴り響き，大きな薔薇が芳香を漂わせる礼拝堂において，ジャンヌは過剰な反応を見
せる。彼女は花の中央に置かれたマリア像に恍惚とし，興奮から「身震いをし，泣かないようにこ
らえる」。連祷で唱えられる愛の言葉と祭壇の薔薇に魅せられたジャンヌからは血の気が失せ，そ
の顔は真っ白になっている48。
白い薔薇で埋め尽くされ，夥しいろうそくが燃え，妙なる歌声が響く，香りに満ちた教会におい
て，彼女たちは「信心深い一か月」を過ごす。しかし，聖母月のお勤めが終わると，薔薇が持ち去
られた祭壇は剥き出しの冷たい姿を晒し，ろうそくの火も香りも消え失せる。それと同時に，彼女
たちは教会へ行く喜びを見出せなくなる。エレーヌは「何も見えず，聞こえない」状態となり，花
が持ち去られたのを悲しむジャンヌは，冷気が立ち込める教会で鈍い残響を聞き，頬を蝋のように
真っ白にして，発作に襲われる49。
第五部におけるジャンヌの葬儀の場面は，この聖母月の祭礼を連想させる部分がある。葬儀の準
備を引き受けるジュリエットは再び大量の花を用意し，棺の中のジャンヌを白い薔薇で覆う。聖母
月の祭礼でジャンヌを引きつけた花は，ここに至って，少女の死の象徴となる。十字架や大きな蝋
燭とともに安置される遺体は白い花々で覆い隠され，地面を埋め尽くす花の中にはヒヤシンスやラ
イラックもある50。これらの花が白のシンフォニーを構成するばかりでなく，死者にまつわる感覚
の記憶とも結びついている点に注意したい。薔薇のみならず，ライラックは聖母月の祭礼の時期に
エレーヌとジャンヌ，アンリに寄り添った花であり，さらにさかのぼると，エレーヌ母子とドゥベ
ルル家との交流がはじまった頃に庭で芽吹き51，彼らが共に過ごした月日の中でこぼれそうな花を
咲かせた52。そして，本論の第二章で見たように，ヒヤシンスはエレーヌとジャンヌが初めてドゥ
ベルル家を訪れたときにサロンで飾られ，ジャンヌがその強烈な香りを記憶した花であった。
ジャンヌの棺が安置された場所では，これらの花の「芳香が立ち昇り，生暖かい空気の中をそよ
吹く風もない」53。そこに佇むエレーヌは，ジュリエットに黒いショールを着せられ，帽子につい
ていた「赤いヴェルヴェーヌの花束」も引きちぎられている54。「ヴェルヴェーヌの香り」のエレ
46 Ibid.,p.917.
47 Ibid.,p.924.
48 Ibid.,p.916etp.918.
49 Ibid.,pp.926-927.
50 Ibid.,pp.1076-1077.
51 Ibid.,p.820.
52 Ibid.,p.884.
53 Ibid.,p.1077.
54 Ibid.,p.1076.
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ーヌはもはや存在せず，彼女とジャンヌ，アンリとの別離が嗅覚の面からも強調されるのである。
「ヴェルヴェーヌの香り」を失ったエレーヌは，彼らと共有した時間に漂った香りが混じるなかで，
呼び起こされる数々の記憶をたどり，喪失を受け入れなくてはならない。この点において，ゾラは
多くを語らず，「エレーヌの身体が震えだし，ランボー氏は恐怖を感じた55」という簡潔な一文で，
主人公が瞬間的に発露させる激しい感情のみをあらわしている。感覚による共通の記憶を持たない
ランボーは，エレーヌが震える理由の全てを知ることはできない。身体を震わせるエレーヌがその
場で拾おうとするのは一輪の白い薔薇であり56，ジャンヌの埋葬先の墓地で目を向けるのは，遊歩
道の角で芽ぐんだ二本のライラックである57。これらの行為からは，作中人物の感覚が捉え，彼ら
の記憶の層を成してきた，一つ一つの小さな物語が浮かびあがる。ゾラはその層が剥ぎとられる瞬
間を豊かなニュアンスをもって描き，うわべからはうかがい知れない，作中人物の滾るような思い
や彼らを密かに繋ぎとめていた共通の記憶の数々を明かすのである。
結論
以上のように，『愛の一ページ』における感覚の問題を概観した。全体的に抑制された，静かな
物語において，作中人物に起こる多くの出来事は彼らの五感に強く訴えるものとして描かれている。
感覚をめぐる表現によって，蘇生される記憶や抑圧された感情，肥大する不安，ひび割れた人間関
係などが露わにされるが，これらの場面でたちあらわれるのは，自分の感覚が快く満たされるのを
願いながら叶わず，饒舌に語ることのできない物事と対峙し，多くの思いを体の中に澱として沈ま
せていく人間の有り様である。感覚の世界は，作中人物の生活における微細な変化や新たな展開の
予兆を映しだし，物語の起伏や振幅も際立たせる。こうして，ゾラは経験が少しずつ沈殿していく
エレーヌの人生を克明に描ききったのである。
55 Ibid.,p.1077.
56 Idem.
57 Ibid.,p.1081.
